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日本近代体育の思想と実践 (11)
体育科教育教室   入








































































































































































































































































































































































動的に云へば諸種の行動を自由ならしめるのである。j働                ′
体育を人格の陶冶的機能としてとらえる森岡は,これまで自らが体育を養護に位置づけてきた限
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9  前 p151 傍点引用者
は0 この点については,拙著『日本近代体育の思想構造』(明石書店 近刊予定)を参照されたい。
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00 同 前 p188 傍点末武
GO 同 前 p24
00 同 前 pp52～硝 傍点末武
00 同 前 pp27～28 傍点末武
G, 同 前 p176 傍点末武
1881 同 前 pp207～208 傍点末武
00 同 前 p311 傍点末武
00 同 前 pp312～313 傍点未武
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0か 同 書 広文堂 p5
00 向 前 p6
1り 同 前 p2
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00同前 03
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00 同 前 p277
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tの 同 前 p s27
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こうした個別体育は,二重県師範学校附小でも実践されていた。同附小では,体育の目標の中心に「個性」
の淘冶を掲tデ,「体操科の教授は児童の発達程度,身体の強弱,特殊の事情に応じ,之に適する運動の種類を
選び,運動量に掛酌を加へ,動作の緩急に注意を払うを要す。此によりて始めて個性適応の体育を施すを得
べし」(帝国教育会編『全国師範学校附属小学校の最近研究』発行人藤原喜代蔵 大正6年 p576)として
いる。
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